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ントリオール（カナダ）、プラハ（チェコ）、

ビッシー（仏）、グラスゴー（英）、プリンス

トン（米）、ザグレブ（クロアチア）、トラカ

イ（リトアニア）…以下 9都市は省略。今年

はハンガリーのブダペストでの大会で、東京

海上単独エイトクルーでの参戦です。私とし

ては18回目のチャレンジになります。

　世界50カ国以上、3000人以上の漕手が集ま

り、 5歳きざみの年齢別レースですが、同世

代の世界のボート仲間と親しくなり、美味し

いワインを浴びるほど飲んで楽しんできまし

た。今までは殆どがビリ争いでしたが、長寿

国日本は歳を取る毎に生き残り、90歳まで頑

張れば金メダルも夢ではないかも知れませ

ん。これが私の目標です。

　今までは定年退職後は「余生」「隠居生

活」などと言われ、人生のオマケでしたが、

今や人生のゴールデンタイムです。家庭への

責任も果たし、社会への義務を果たし、いよ

いよ自分の時間です。社会貢献だの生産活動

だとかの義務感にとらわれず、自分の一番好

きなこと、やりたかったことを、夢を持ち、

追い続けること。

　これが私のビューティフルエージングで

す。

　しかし、こうして忙しくしていると、ゆっ

たりと温泉につかり、テレビ、読書で過ごす

毎日がしてみたくもなり、こっちの方が

ビューティフルエージングかも知れないなと

思ったりしてます。

日本人とディベート�
国際交渉・国際会議の経験から

東京　山　口　光　恒

赤坂御苑での園遊会にて　山口さんご夫妻� 2017

　筆者はこれまでに数多くの国際会議や交渉

に出席してきた。例えば経済協力開発機構

OECD貿易と環境部会（日本政府代表）、国

際規格ISO14010環境小委員会（日本代表）、

他に個人として参加したものに気候変動に関

する専門家会議（IPCC）等がある。ここで

はOECD会議を中心に述べる。議題は例え

ば自由貿易の拡大と環境保護の両立、多国間

貿易協定への環境条項挿入の効果等多彩な内

容である。事前に各国に素案が配布され、加

盟国は自国の対処方針を決めた上で出席し採

否を決める。本会議で重要なのは各国の主張

を良く聞きながら自国の主張も折り込み、外

部の批判にも耐えられる内容に仕上げていく

ことである。

　日本の場合議題ごとに各省庁の意見を聞い

た上で政府としての対処方針が決定され、政

府代表はこれを以て会議に臨む。ここで重要
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なことは成果物の質と共に日本の存在感を高

めることである。

　筆者は日本代表として議題ごとに発言する

立場だが、議論が紛糾した場合には対処方針

とは離れてとりまとめに動くこともある。幸

い政府の支持も受け、会議では比較的自由に

発言が出来、また最後の10年間ほどは当会議

で古株となり、副議長にも就任して議題の選

定に関わるようになった。筆者は対処方針を

読み上げることは一切せずそれを念頭に会議

中の各国の発言を引用し、相手の目を見つめ

ながら日本の主張を行った。国際会議で最も

避けるべきは、当該議題についての議論が一

段落した段階で議論の流れとは無関係に自国

の対処方針を読み上げることである。そもそ

もタイミングがずれているので他国からは単

に自国の主張を行ったとのエビデンス作りと

見なされるのがオチである。

　以上の経験から筆者が得た教訓は、日本人

にはディベートの訓練が欠如していると言う

ことである。ディベートとは単に相手の言う

ことを理解するだけではなく、最終的に相手

を説得する技術である。人生の後半で大学教

授の職を得たのを幸い、慶応時代には毎年学

部ゼミナール生16名を連れて北京の清華大学

に赴き同大学の大学院生と地球環境問題につ

いて 2日間英語での討論を行った。学生には

外国でしかも英語で自分たちの主張を披露

し、相手からの質問に答え、更に相手の発表

に突っ込みを入れるという経験を強いたわけ

で、多くの学生からこれほど勉強したことは

ないとの感想が寄せられた。また東大では大

学院と教養学部生が相手だったので、特に 1

～ 2年生対象の授業で暫く授業をしたあと学

生の半分を例えば太陽光推進派、残りの半分

を原発推進派に分けてディベートをさせてみ

た。驚いたことにはじめは全く意見が出な

い。これまでは専ら先生の言うことを理解す

ることに重点が置かれ、自分で物事を考える

訓練が欠けている。正解のない世界を初めて

体験したと言うことだ。こうしたディベート

を少し行ったあと今度は太陽光派と原発派の

学生を入れ替えて議論をさせる。こうするこ

とで徐々に議論が深みを増し、自分が何が分

からなかったのかが明確になる。日本の大学

でこうした訓練を大いにやるべきと感じた次

第だ。

　筆者は政府の審議会委員も数多く務めた。

多くの答申で当該問題の解決に向かって日本

が世界をリードするとの表現が織り込まれて

いる。これほどむなしい表現はない。少なく

とも筆者の専門とする地球温暖化で日本が世

界をリードしたことはない。しかしよく考え

てみるとそもそも日本人の考え方の中で世界

をどうすべきかとの発想が極めて薄い。日本

には江戸時代までは中国、その後英独、第 2

次大戦後はアメリカという先生がいて、日本

はその基準に如何に合わせるかに腐心してき

たように見える。1980年代に先生を追い越し

たとたんに目標を見失い、停滞の谷間に沈ん

だ。これからの世界はどうあるべきかを問

い、それに向けて全力で疾走する若者の出現

に期待すること大である。そのため教育での

ディベートの訓練は必須である。

（ご長寿特集終り）
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